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飛騨地区 家庭教育学級応援通信 

 

            
 

◇ 第３４回 ふるさと健脚大会 思いやり 自制心 

  ○期日：令和５年１１月２日（木）  

○会場：飛騨市立神岡中学校  ○主催：３学年学級委員会 

 

保護者の方々に見守られながら紅葉の街中を走りぬく生 

徒の姿は，とても清々しかった。神岡中学校３学年の世代を超  

える伝統の親子行事です。 

 

・手づくりの大会運営！ 

大会前には，近隣でクマが出没したこともあり，役員の方々 

が中心となり，コースやスタッフの位置を幾度も検討されまし 

た。また，伝統ある大会を安全に運営するために，例年よりも 

多くの保護者の皆さんが駆けつけてくれました。 

２階の調理室では，保護者の方が大会終了後に全員で食

べる豚汁を仕込んでいました。これも大切な伝統の１つです。

そして，閉会式では上位入賞者のみが賞を受けるのではなく，

誰もが表彰されるようにと学級委員さんのアイディアによる楽

しい賞が読み上げられました。この取組は，学校行事参画型

家庭教育学級と言えます。 保護者の皆さんが，伝統ある大会

に積極的に参画し，学級づくりをしているところがすばらしい。 

 

・私たちも走りました！ 

  保護者（スタッフ）の方々の声です。「自分たちが中学生の

ときに体験したことを，今わが子たちが体験していることが尊

いです。母校のこの行事が続いていなければ，親としてこのよ

うな思いになることはありません。」「親子ともに乳幼児期から   

つながりがあり，『あの子大きくなったな～，がんばれ！』と保護 

者みんなが応援していると思います。」 
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学校行事 参画 型！ 

協力保護者 44名

（生徒数 53名） 

みなさん～ 

クマ鈴をつけてください 

伝統の豚汁 

 

ありがとう 

ございます！ 

がんばれ～ 

tel:0577
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◇ まるごと家庭教育の日  家族の大切さ 命の大切さ 

〇 期日:令和５年１２月９日（土）   〇 会場：下呂市立宮田小学校   〇 主催：宮田小学校 PTA 

 

□ 第一部 「親子活動 ① 親子レクリエーション ② モルック」 

①親子レクリエーション ～ すき焼きゲーム ～ 

「家族で協力して，今晩のすき焼をつくりましょう～！」下呂市レク

リエーション協会の方と家族の代表者がジャンケンをして，勝った場

合のみ，準備された箱の中から具材が書かれているカードを一枚

引いてくることができます。なかなか揃わないスキ焼の具材に，家族

みんながヤキモキします。「ネギばかりなので，お肉がほしい～」「私

の家は，豆腐ばかり・・・」。家族の代表者がジャンケンに勝つとみん

な大歓声！。引いてくるカードが待ち遠しい～。 

 

 

②モルック（1996 フィンランドで開発） 

  「ぴったり５０点をめざして，１２個の木片（スキットル）を倒し

て得点を重ねていきます。倒れたスキットルの本数が得点とな

ります。１本のみを倒した場合には，示されている番号が得点と

なります。ミスが３投続いたら失格となります・・・」 

  下呂市リクレリエーション協会の方の説明が終わると，家族

対抗のゲームが始まりました。「お母さん，◯点ねらいやよ！」

「お～，うまい！」スキットルは倒されるごとに，広く散らばってい

きます。どこをねらって投げるとよいのか，親子の作戦がポイン

トとなります。初挑戦のモルックに，親子が一緒に頭も身体も使

い楽しみました。 

 

 

＜ ジャンケン～ ポン！ ＞ 

お肉がほしいな～ 

＜ お父さん，しっかりねらってね！ ＞ 

＞ 
モルック棒を投げて１2本の 

スキットルを倒します 
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□ 第二部 講演会  BIRTH ～自分で決めた愛しい命～  

講 師  伝動詩人 えいた（詩人・社会活動家） DAI（ロックバンドおかんボーカル） 

  

２人の講師は，自身の「命」に関わる幅広い経験と学び

を音楽と映像，そして最後に書で体育館に集まった参加者

の皆さんに語り伝えられました。 

 

・わが子が生まれてきたときの素直な思いを大切に 

    みなさんは，自分の個性を選び自分のことが好きで，この家族  

のもとに生まれてきました。生まれてきたことの意味（命の大切さ） 

と，家族が一緒にいることの尊さ（家族の尊さ）を見失わないで 

ほしいです。 

 

・まず大人が，自分自身を大切にする姿を 

幼かった頃は，誰しも自分のことが好きだったはずです。しかし， 

大人に近づくにつれ，他人の目や評価が気になり始め，時には自 

分の欠点ばかりを考えこんでしまう場面も。誰とも比べることなく， 

自分は自分でいいんだと思うことの大切さを親（大人）自身が，  

姿で示していくことが大切です。 

 

・親（大人）ぶらなくてもいい 

親子がそれぞれの思いを素直に伝え合うこと（時間）を大切  

にしたい。まずは，親（大人）からうまくいくこともうまくいかないこ  

とも素直に伝えてみてはどうでしょうか。家族は，幸せを分け合う  

ために存在します。 

 

＜参加者の感想＞ 

ありのままに生きるって勇気がいるな（難しいな）と思っていたけ

れど，ありのままの自分で生きていきたいと改めて思えた時間とな

りました。 

・ＰＴＡ会長さんから 

いろいろな学校のＰＴＡ会長さんと話す中で，宮田小学校の強みは，『保護者・地域のあたたかいつながり

があるところ』だということを改めて理解できました。 

・学級委員長さんから 

コロナ禍が明け，親子で楽しむ時間をまるごと一日つくりたかった。計画することは決して面倒ではなく， 

みんながいいね！と，協力し実現できたことが嬉しいです。 

・校長先生から 

今日，こうして集えたことがキセキ！です。ここで感じた一人一人の思いを大切に，自分の弱さも強さもそのま

まに伝え合うことができる宮田の子であってほしい。 

 

この日は，午後から講演会が開催されるということで，コロナ禍の影響でできなかった『お弁当の日』（平成 

２２年度～）が再開されました。お弁当となると大変なので，各家庭で無理のない程度に実践できる『親子でつく

るおにぎりの日』として開催されました。親子のふれあいあり学びあり感動あり・・・，すてきな一日となりました！ 

＜ えいたさんによるメッセージ＞ 

＞ 

＜ DAI さんによる演奏 ＞ 

＞ 

＜ DAI さんの演奏とえいたさんの書 ＞ 

＞ 


